ための 生物であった のです。 だから 結婚な どと 申し ま 

しても、 何も 女の 幸福と いう こ とが 眼目 で はノ J ざい ま 

せんで、 昔から たくさん ある いろいろ なお 話 をお 読み 

になっても わかる 通りに、 戦国時代の 女の人と 申し ま 

すの は、 父 や 兄と いう 人達が 戦略上 自分が 一 番 喧嘩し 

そうな 敵へ 人質と して 自分の 妹 や 娘 を くれる ので あり 

ます。 そして 一時 講和条約の 人質に したわけ です。 そ 

ういうよ うにして 結婚 させられました 女の人が どんな 

生涯 を 送った かと 申し ますれば、 幸に して そこで 無事 

に 子供 を もって 一生 終れば よかった けれども、 なかに 

は 自分の 実家の 兄弟と 夫の 家族と がまた 再び 戦 さ を 起 



自分の 愛情の ために もそう いう 目にあう こと は 結構 だ _ 

また 自分の 娘 達の 生涯と いう もの も 考えてみれば、 あ 

まり 可哀想 だ。 娘 達 も 美しい 可愛い 娘 達 だから、 大き 

く なれば 自分と 同じような 人生 を 送る だろう。 自分 は 

それ を 防いで やる 力 はない。 だから 自分と 娘 達 は 自分 

達の 愛情 を もっている ところで 死にます、 といって 何 

度 も 何度も 迎えが 参りましても それ を 断って、 とうと 

うその 三人の 娘 を 刺殺し 自分 も 自害した という 話が あ 

リ ます。 これ は 名前 を 申 上げたら 皆さんよ くお わかり 

になる だろうと 思い ま すけれ ど も、 私 はず いぶん 古く 

読んだ の で 今 思 い 出せない のです が、 そういう 女の人 



ぶ 実際的で よろしい のでしょう けれども、 そういう 役 

人になる ための 公民権 は ございません。 

それから 今までの 日本 は 半分 近代化して 半分 はま だ 

封建的な 気分が 非常に 強く 残って おります。 それ は 言 

葉で 申します と、 華族と か士 家と かいうの はや かまし 

い 規定で は 身分なん です けれども、 家庭の なかで も、 

同じお 魚で もお 父さん や 何 かに はお 頭の よい 方 を 差 上 

げる。 お 魚の目 玉に は ビタミン A がありません けれど 

も、 頭の 方に は 栄養が あるの かも 知れません。 とに か 

くお 頭と いう 意味で 家のお 頭に 差 上げる のでしょう。 

ビタミンが 多い から 差 上げる と いう 親切からで なく 形 



何にも 別によ くで きていない」 といわれ るし、 また 若 

い 人 は 「同じ やるなら 科学的に やって みたい わ、 失敗 

しても いいから 試みて みたい わ」 という 気持が ある。 

そういうと ころから 意見の 相違が) J ざいます 場合に、 

そこに 身分と いう ことから、 お嫁さん は 姑に 従う もの 

なりと いう ことがある のです。 それで 昔から 日本に は 

女の人 は 親に 従い 夫に 従い 老いて は 子に 従う という 言 

葉が ありまして、 夫に 従う とともにお 姑に 従う という 

習慣が あります から、 家庭の なかで 伸び伸びして みな 

が 相談して 明るく やって ゆく という 気分が 阻害され ま 

す。 つまり 人間ら しい ものが 失われて 参ります 関係が 



は 働かす ものと 働かされる もの、 婦人と 男子の 間に は 

幸福と 不幸の 開きが 決定的に ある わけです。 

今日の 地球の 面で は、 面白い ことに は そのような 矛 

盾 を 何とかして 解決し なければ ならない という 努力が 

されて おります が、 その 国の 天然資源の 豊富 さ、 土地 

の 大きさ、 人口の 多 さ、 今まで もっていた その 国の 社 

会の 歴史の いろいろな 必然的な 動きから、 たとえば ソ 

ヴ エト. ロシャ のよう なと ころに は 社会主義 的な 民主 

主義が 発達して いる わけです。 社会主義の 民主国と い 

うの はどうい うこと かとい いますと、 今の 一番 根本の 

経済問題 を 解決して おります。 みなが 五 時間 働けば す 



な、 つまり われわれ を また 不仕 合せな ものにして しま 

う 力が いろいろの 形で 政党の 力 を もって バックし てい 

る。 それ を 世界が 見て いるから です。 だから 私共 はよ 

く 分別の ある 人間に ならなければ いけない と 思います _ 

いろいろな 理窟 はわから ないでも、 自分の 生活と いう 

もの を 真面目に 考えて、 本当に 人間が 幸福になる ため 

に はどうで なければ ならない か、 そのこと について は 

非常に ものわかりのよい 人間に ならなければ、 私共の 

幸福 なんても の は 参りません。 なぜかと いえば、 幸福 

という もの は 他人の つくる ものではありません。 どん 

な 闇市場に 行つ て も 幸福 は 決して 売つ ておりません。 



自分 達が つくらなければ ならない のです。 だから 幸福 

な 状態が 私共の 一 生の うちにで きる ようにす るに は、 

やはり それに ふさわしい だけの 準備がなければ ならぬ、 

それに ふさわしい だけの 判断がなければ ならぬ。 だか 

ら どうぞ 皆さん も 御 自分の 生活 を 見る 眼 はする どく あ 

るよ、 つに、 そ、 つす れば自 、ら ど-つ い、 つ 風に しなければ な 

ら ないかと いう こと はわ かる わけです。 こういう こと 

は 選挙 一 つの 問題で は ございません。 何も 選挙 を どう 

する、 ， J うする という 目 さきの h J とでが たがた いって 

いる こと もない のです。 私の 一生 は 短 かい けれども、 

あなた 方の 一 生 はずい ぶん 長い。 まだ 三分の 一 なので 
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